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論 文 題 目 極域電離圏における中エネルギー降下電子(20～
80keV)の特性 
 
 要  旨 
 
磁力線沿いに進入してくる電子（降下電子）は、極域熱圏･電離圏の超高層
大気に対して、運動論的、熱的、電磁気的、化学的な影響を与えている。低エ
ネルギー降下電子に比べて中エネルギー降下電子（20～80keV）は、より低高
度まで到達し、地球環境に特に密接な影響があると考えられながらも、これま
で測定する手段が少なかったため、その影響に関する研究が進んでいなかっ
た。しかし近年、イメージングリオメータ（IR）をはじめとするリモートセン
シング技術の進歩によって、これらの極域における中エネルギー降下電子の性
質についての研究が大きく進みつつある。これまでIRを使用したいくつかの研
究により、可視光オーロラとCosmic Noise Absorption（CNA）の時間的変動や
空間的分布の中に類似性の高いイベントがあることが言われてきた。CNAの強
度と可視光オーロラの発光強度を比較することにより、降下電子のエネルギー
スペクトルが大まかに推定することができる。この手法が確立すれば、高コス
トな衛星観測やEISCATレーダー観測に替わるエネルギースペクトル推定を、低
コストで行なうことができる。また物理的観点では、低・中エネルギー降下電
子の起源である磁気圏についての情報を得ることができる。 
本研究ではMeridian Scanning Photometerで観測された可視光オーロラ発光
強度と、IRで観測されたCNA強度の、磁気子午線上分布および時間的変動につ
いて、ケーススタディー、可視光オーロラとCNAの相関係数のUT依存性、およ
びサブストームの位相との関連性等の統計解析を行なった。加えて、全天イメ
ージャで観測された2波長のオーロラから見積もったCNAとIRで観測されたCNA
の2次元分布に関する詳細な解析を3例について行なった。その結果、(1)時間
的変動と空間的分布が類似している例、および明らかに異なる例が見つかっ
た。(2)サブストームの位相との統計解析を行なったところ、成長相では相関
係数が高いが、回復相では相関係数が低いことが分かった。 (3)オーロラ輝度
とCNA強度とのUT依存性の解析では、10～16UT（0～6LT）で相関が高くなるこ
とがわかった。(2)の結果は、回復相では中エネルギー粒子の割合が増加する
という過去の研究[Opegenoorth, 1994]を示唆し、(3)の結果は、1～6LTの期間、
ポーカーフラット実験場の緯度でオーロラオーバルと中エネルギー電子の降
り込み領域が重なるという過去の研究[Tohmatsu, 1990]を示唆した。また2次
元分布解析における手法は、降下電子エネルギースペクトル導出の新しい手法
として提案できる。 
 
